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 ＡＤＲＣメンバー国共同プロジェクト２００３ 
 国際都市捜索救助トレーニング（シンガポール） 

 
アジア防災センターでは、2004年 1月 12日から

23日にかけて、シンガポールで行われた国際都市捜
索救助トレーニングに、メンバー国から 9名の研修
生を派遣しました。 
この国際都市捜索救助トレーニングは、シンガポ
ール市民防衛庁(SCDF：Singapore Civil Defense 
Force）が都市捜索救助の専門家を育成するために
行っているもので、4 年前から海外からの参加者に
も門戸を開いており
ます。アジア防災セ
ンターも 2001 年か
ら毎年 1回、メンバ
ー国の研修生を派遣
しており、今回で 3
回目の派遣となりま
した。カンボジア、
マレーシア、ミャン
マー、スリランカ、
タイなど 5カ国から 9名の研修生が参加しました。 
実際の研修を実施する市民防衛学院（CDA：Civil 

Defense Academy）の研修施設は、アジア域内でも
トップレベルの捜索救助訓練用の施設であります。
模型や張子で作ったものでなく、実物の建物、瓦礫
を使っているため、実際の災害現場での捜索、救助
活動が再現できるものとなっています。また、研修
コースの内容も各作業テーマの理論、原則や方法を
講義で学んだ後、実習施設に行き、学んだことを即
実習で体験するという研修カリキュラムになって
いるため、研修生の理解も深まり、身につき易いも
のとなっています。参加者にとっては、各国の日常
の研修では行われないような瓦礫の下に埋もれて
いる人の救助活動を想定した実習も体験すること
ができ、大変好評でした。 
アジア防災センターでは、今後も引き続きメンバ
ー国の研修生に国際都市捜索救助トレーニングを
受講していただき、一人でも多くの捜索救助の専門
家育成に貢献したいと考えております。なお、この
件につきましては、石井主任研究員(ishii@adrc.or. 
jp)までお願いいたします。 
 

 ２００３年度ＪＩＣＡ防災行政管理者セミナーを 
実施、成功裡に終了 

 
アジア防災センターでは、独立行政法人国際協力
機構(JICA)兵庫国際センターと協力し、2003 年度
で４回目となる「JICA 防災行政管理者セミナー」
を 2004年 1月 18日から 2月 29日までの 43日間
にわたり実施しました。 
今年の JICAセミナー対象国は、ボリビア、ドミ
ニカ共和国、エクアドル、エルサルバドル、グアテ

マラ、ニカラグア、フェリピン、シリア、タイ、ト
ルコ、ベネズエラ、ガイアナの 12 ヶ国で、防災担
当行政職員の研修員 15名が参加しました。 
当セミナーは、多発する日本の防災体制をモデル
ケースとして学ぶことにより、自然災害による被害
の軽減を図ることを目的に、次のような科目を取り
入れました。(1)災害の基本概念、(2)日本政府によ
る防災対策、(3) 地方自治体による防災対策、(4)民
間とマスコミの防災に果たす役割、(5)災害別対策事
例、(6)国際防災協力、(7)テーマ別防災対策。 
各研修員は、まず
自国の防災事情をカ
ントリーレポートと
して発表した後、関
係省庁や防災機関を
訪問し、防災に関す
る取組みについて包
括的に学びました。
日本政府による防災
対策としては、内閣府防災担当、国土交通省、厚生
労働省、気象庁を訪問し、日本の災害対策の概要や
災害時の応急対応、災害救助法や気象業務について
講義を受けました。また、地方自治体の防災対策と
しては、兵庫県庁に
ある県災害対策セン
ターや神戸市危機管
理室、北淡町消防防
災係に訪問し、1995
年の阪神･淡路大震
災から得た貴重な教
訓とその後の復興対
策について聞き入り、
質疑応答も多く交わ
されました。 
また、コミュニティレベルでの防災の取組みにつ
いても研修を行いました。例えば、西宮市立北夙川
小学校では、地域ベースの防災活動の一環として、
学校施設を核とした大規模避難訓練を見学しまし
た。また、神戸市灘区では富士常葉大学の小川教授
の指導もとタウンウォッチングが行われ、その後の
ハザードマップ作成とともに、潜在的リスクに対し
て防災意識を持つことの重要性を学びました。 
各研修生はこれらのノウハウをそれぞれの国に
持ち帰って、防災行政のリーダーとして国の防災体
制強化のために活躍することが期待されています。 
当センターでは、今後ともこのような人材育成プ
ログラムを通じて、国際防災協力に貢献してまいり
たいと存じます。今回の研修の実施にあたり、訪
問・研修を受け入れていただきました関係諸機関の
方々に厚く御礼申し上げますとともに、今後とも温
かいご支援とご協力をお願い申し上げます。なお、
この件につきましては、中村研究員(nakamura@ 
adrc.or.jp)までお願いいたします。 

小学校での避難訓練見学

神戸でのタウンウォッチング 


